








えられた (日本経済新聞朝刊 2012 年 12 月 17 日付 3頁)。
たとえば、福田政権時にはインド洋給油法案や国会同意が要するとされ
る日銀総裁人事で、菅政権は赤字国債発行法案を「人質にとられた」(日
本経済新聞朝刊 2012 年 12 月 2 日付 4頁)。





































第 8 章 内閣支持率と首相答弁の関係
終 章
154 (359)






































































のとして使用される (たとえば本書 33 頁)。本来、参議院が衆議院とは別
個に議案を審議することは、憲法上からも当然のことのはずであるが、そ
れがことさらネガティブな響きを持って取り上げられるのは、とくに






























































なのかもしれない (本書 29 頁)、という感想を記して、本稿のまとめとす
る。
159(354)
